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X 爵 拒 於 乎 X 魯 辟 孫 克 X 鴻 X 放 人 知 X ヵ 仇
如 魯 距 X X 也 息 避 遜 虹 巳 憑 [ 弊 民 智 央 悌 塁 翡
X 固 拒 於 乎 X 魯 辟 孫 克 X i馬 X 放 人 知 X 弟 巖
x 裔 拒 於 乎 X 魯 辟 孫 克 X 浅 X 敵 人 知 X 弟 惜 屑
蓼 蓼 警 季
＼ 
序 窓 序 序 門 f 述 述 公 旦 舟 ？ 11 4 1 8 2 l ！ 2 ↓ 〗 ＼ しi i i 
2 ゜ ； 6 3 3 6 屈； ； : ； : i ＇ つ
（
表
1
疏）」
で
あ
り 、
新
注
は
「
論
語
集
注
j
で
あ
る 。
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
柑
に
は
文
字
の
異
同・
解
釈
の
追
い
が
あ
る 。
右
の
四
種
の
注
釈
杏
に
現
れ
る
文
字
の
異
同
は
玩
元・
厖
宜
旬
(-
九
六
五）
に
よ
っ
て
校
勘
さ
れ
て
い
る 。
「
抜
掛」
の
異
同
と
比
較
し
た
も
の
が〈
表
1〉
で
あ
る 。
〈
表
1〉
で
わ
か
る
よ
う
に
「
抜
魯」
は 、
文
字
の
巽
同
は
「論
語
義
疏」
と
菰
な
っ
て
い
る 。
ま
た 、
前
章
で
触
れ
た
よ
う
に 、
「
論
栢
集
解」
注
文
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら 、
「
抜
柑」
の
底
本
と
な
っ
た
も
の
は 、
「5直
語
義
疏j
の
経
文
に
「
論
語
集
解」
注
文
が
附
さ
れ
た
体
裁
の
も
の
と
思
わ
れ
る 。
高
栢
智
（
二
0
0
八）
は
室
町
時
代
に
作
成
さ
れ
た
「
論
語
集
解」
古
紗
本
に 、
学
而
箭一
章
「
学
而
時
習
之
不
亦
説
乎」
を
「
学
而
時
習
之
不
亦
悦
乎」
（
傍
線
部
は
片
山
が
記
す）
と
掛
＜
系
統
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る 。
「
説
」
を
「
悦」
と
す
る
の
は
「
論
語
義
疏」
で
あ
り 、
室
町
時
代
に
は
「
論
語
梨
解」
の
経
文
部
分
が
「
論
語
義
疏」
の
字
に
な
っ
て
い
る
系
統
の
写
本
が
あ
っ
た
の
で
あ
る 。
「
魯
論」
と
い
う
苦
名
は
「
論
語」
の
別
称
で
あ
り 、
高
橋
智
（
二
0
0
八）
が
「「
秘
論」
は
「
論
語」
の
異
名
と
し
て
室
町
時
代
に
通
用
さ
れ 、
特
に
「
義
疏」
の
影
響
を
受
け
た
テ
キ
ス
ト
に
こ
の
異
称
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い」
と
指
摘
し
て
お
り 、
ま
た
「「
論
語
義
疏」
の
影
響
を
紫
っ
た
テ
キ
ス
ト
は 、
足
利
学
校
を
中
心
と
し
た
学
派
の
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が 、
以
上
の
伝
本
の
杏
写
の
状
況
や
訓
読
受
容
の
あ
り
方
な
ど
か
ら 、
推
測
で
き
る」
と
述
べ
て
い
る 。
．
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「
抜
書」
は
関
束
の
学
問
所
で
あ
る
足
利
学
校
の
学
派
に
連
な
っ
た
人
物
が
編
纂
し
た
可
能
性
が
あ
る。
以
下、
訓
説
の
系
統
や
現
れ
て
い
る
言
語
事
象
を
さ
ら
に
考
察
し
て
い
く。
4．
訓
読
の
系
統
武
内
義
雄
（一
九
七
六）
等
に
よ
る
と、
明
経
悼
士
家
は
平
安
時
代
か
ら
滸
原
家
と
中
原
家
が
世
襲
し
て
お
り、
読
み
癖
が
違
う。
た
だ
し
『
論
語」
に
つ
い
て
は
中
原
家
の
間
読
を
伝
え
る
確
実
な
写
本
が
現
在、
「
高
山
寺
蔵
残
巻
二
巻
」、
「
文
永
紗
残
巻
二
巻」
（
束
洋
文
那
蔵）
の
断
片
し
か
残
っ
て
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る。
よ
っ
て
右
の
二
家
の
訓
統
と
「
抜
世」
が
狙
な
る
部
分
を
抜
き
出
し
て
考
察
し
ょ
う
と
し
て
も、
多
く
の
例
を
出
せ
な
い。
小
林
芳
規
（一
九
六
七）
が、
消
原
家
の
「
詮
語」
写
本
三
種
と
右
に
あ
げ
た
中
原
家
の
写
本
に
よ
り、
両
博
士
家
の
訓
説
の
差
異
を
表
に
し
て
い
る。
こ
の
表
か
ら、
「
抜
杏」
訓
統
に
対
し
て
差
異
が
現
れ
る
部
分
を
私
に
左
に
ま
と
め
た。
な
お、
消
原
家
の
訓
読
は
三
種
掲
戟
さ
れ
て
い
る
内、
も
っ
と
も
年
代
の
下
る
大
東
怠
記
念
文
血
蔵
建
武
本
吉
兼
訓（
翡）
と
比
較
し
た。
中
原
家
の
訓
読
は
残っ
て
い
る
部
分
が
少
な
い
た
め
「
抜
苔」
と
消
原
家
の
訓
に
狙
な
る
部
分
を
「
高
山
寺
蔵
残
巻
二
巻
」
「
文
永
紗
残
巻
二
巻」
ど
ち
ら
か
重
な
る
部
分
が
残
っ
て
い
る
方
を
比
較
し
て
い
る。
•
・
「
抜
杏」
は
音
読
で
あ
る
の
に
対
し
訓
読
み
す
る
例
〈
抜
世〉
ヵ
町
加itl
i
〈
消
原〉
↓距い
tt
〈
中
原〉，
硲パ
仁
〈
抜
書〉
工
硲ぃ．
蛇，二
其
泥‘l-
i*）
9
9
ミ.―
ス
ル
こ
と
U
セ
ン
J
'
〈
中
原〉
エ
欲
レ
皇
其
巫
〈
抜
苔〉
＇釦
飢
(
1
8オ）
〈
泊
原〉
馬
那
〈
中
原〉
思
，
；”
ooi
t・
〈
賂〉
息
如，
Iさ
〈
清
原〉
思
凪
〈
中
原〉
恩
9
*
9咀，r
・
訓
読
の
異
な
る
例
〈
抜
古〉病
究
配，＿
紐
，む砧乃,~15オ）
〈
消
原〉
不＇
日＇
如＇
之
僻
・ヤブ，．
シ•卜aハ
〈
中
原〉
不
曰
如
之
何
9
7ヤマ，＂
，＇z
ャ
v1
9
リ
こ
と
9
9
9
ナ
〈
抜
密〉
哲
過
癸-162
〈
情
原〉
甘
過
突
〈
中
原〉
首
過
癸
ア
9
9
ワ
4ソ＂
ア，．ハ
〈
抜
由〉
不レ
争
(153
〈
消
原〉
不
争
〈
中
原〉
不
争
・
「
抜
皆」
で
は
文
が
終
止
す
る
の
に
対
し
終
止
し
な
い
例
〈
抜
世〉
不レ
言
即
l
之
屈
ー-l7
2
〈
柑
原〉
不
言
町
之
整
ぞptu
ハ
•
L
〈
中
原〉
不レー百·
簡
之
隠
．
．
 
＂倉そウヲン，．，＋ハ
ウ
ケ
9
9
〈
抜
併〉
色
思は
温・
貌
思レ
恭
(
t-
〈
惰
原〉
色
思
温
貌
思レ
恭
4ou
と
9
,．
 ’9
U
9
*＂,.
 
〈
中
原〉
色
思レ
温
貌
思
恭
イ
ソ
ハ
「
不レ
争」
に
関
し
て
は、
消
原
家
建
武
本
で
は
「
不
争
J
の
訓
を
附
し
ア
9
9
ハ
て
い
る
が、
時
代
が
遡
る
猫
歴
本
で
は
「
不
争」
と
な
っ
て
い
る。
総
じ
て
訓
読
は
消
原
家
の
も
の
に
煎
な
る
部
分
が
多
い
が、
（
ア）
（
イ）
の
例
か
ら
禅
宗等
の
仏
家
の
訓
法
も
現
れ
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る。
（
ア）
左
右
の
傍
肌
七
ム
ル
ハ
〈
抜
行〉
攻
乎
異
端-2
↓')
9
サ
ム
ル
ハ
9
9
ム
ル
＂
〈
清
原〉
攻
乎
異
端
9
9
ナ
ッ
●
疇ハ
倉
『-
9ツ．，阜
一
人
行
9
寸
ハ
一
人
往？ーウ）
9
n
9ハレン行
突(1
12
ユ
・
｀
＂レン＊・
行
癸
19
7
す
＆
と
●u
.
ム
ト
9
〈
清
原〉
エ・
欲レ
菩
-
l
其
事
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右
に
部
げ
た
例
は、
特
に
招
釈
が
述
う
説
み
方
を
し
て
い
る
邪
分
で
あ
る。
比
べ
た
場
合、
右
訓
か
左
間
の
ど
ち
ら
か
が
梢
厭
家
の
訓
と
韮
な
っ
て
い
る
。
他
に
「
侶」
字
に
対
し
右
湖
に
「
シ
ン
ナ
ル
カ
ナ
ヤ」
左
訓
に
「
マ
コ
ト
ナ
ル
也」
と
附
訓
す
る
箇
所
や、
疑
間
形
の
語
尾
を
左
右
に
「
ヤ」
「
力」
と
そ
れ
ぞ
れ
記
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る。
こ
れ
ら
の
場
合
は
梢
原
家
の
謂
と
煎
な
る
も
の
が
左
訓
に
施
さ
れ
て
い
る。
（
イ）
性
き
字
の
読
不
読
文
末
の
「
之」
を
読
む
例
が
多
い。
不
説
の
例
が
四
六
例
に
対
し
て
四
一
例
が
「
コ
レ」
と
説
ま
れ
て
い
る。
以
下、
一
邪
を
挙
げ
る
。
男
即
奇オ）
血
砒
恥
乞(
5
2
鉛，
広(
7
2
子
ran
止
凶
t1
0
*）
子
tnT心い
苓l
2ォ
こ叫妍．ぃ
乙
釈厠(
1
も
函
5『
布＂
以
泣(
1
0オ）
抑
士
家
の
オ
コ
ト
点
を
仮
名
に
移
し
た
と
す
る
「
北
野
学
党
本
論
語
J
(
I
八
匹
八
刊
行）
で
は、
右
の
例
は
不
続
の
字
と
な
っ
て
お
り、
栂
士
家
の
訓
法
で
は
続
ま
な
い
字
で
あ
る。
京
都
大
学
付
屈
図
掛
館
蔵
梢
原
直
毀
自
策
附
訓
本
に
は
「
之」
字
に
つ
い
て
の
宜
野
自
紐
の
識
語
が
あ
る。
以
下、
識
瓶
は
曲9
橋
智
（
二
0
0
八）
に
よ
る口
子
孫
為
可
惑
文
字
続
桁
濁、
一
字
不
閑
点
之、
同
指
声
者
也
梢
三
位
入
近
宗
尤
低
字・
大
略
不
説
之、
柑
説
之
訟
字
点
之
E"＂�
 
J
 
梢
原
家
で
は
他
き
字
を
基
本
的
に
説
ま
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る。
協
き
字
を
和
極
的
に
読
む
こ
と
は、「
桂
庵
和
尚
家
法
倭
点
l（一
五
0
0
年
成
立
）
―
一ヽ、
9
●
ノ
ハ
9マ
（
に
お
い
て、
「
文
字
頷
ヲ
パ
0価
竺
落
字一
様
唐，
韻
誼
度
也。
其＇
故
偶
-
'
句
半＇
句
ソ
ラ
ニ
伐
ル
時
モ
〇
ヲ
キ
字
不
知
有ー
其
何，
字一
也
。
口＇
岱，
事
也。」
の
よ
う
に
述
ぺ
ら
れ
て
お
り、
こ
の
こ
と
か
ら
禅
宗
嫁
の
仏
家
に
み
ら
れ
る
測
法
と
酋
え
る
。
「
抜
肉」
は
訓
読
の
系
統
か
ら
見
れ
ば、
伝
統
的
な
栂
士
家
の
洲
読
を
残
し
つ
つ、
禅
宗
節
の
他
学
派
の
訓
説
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。
こ
れ
は
訓
説
を
施
し
た
人
物、
も
し
く
は
転
写
し
た
人
物
が
他
士
家
の
正
統
な
訓
説
を
学
ぶ
立
場
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
5.
「
魯
論
抜
書」
の
語
学
上
の
特
徴
「
抜
杏」
に
現
れ
る
言
語
上
の
特
徴
に
つ
い
て、
音
便、
四
つ
仮
名、
開
合
の
面
か
ら
閻
査
し
た
。
（
ア）
裔
便
に
つ
い
て
左
に
動
詞、
形
容
詞
の
例
を
抜
き
出
し
た
。
(
1)
動
詞
カ
行・
叫町／
丁
叫7オ
ー
1つ）
屈
1)
9剛IOオ）
・`
明。オ）
,9
リ
ッ
イ
9
7
イ・ア
9
イ
ツ
ユ
イーア
や
イーア
退
(
l
8ウ）
巻(
l
4ウ｝
聞(
l●ウ｝
之{
l
9オ）
聴(
2
0オ）
サ
行
二
言
2
痔6
*）
ヵ酌
g)
，
釦
tl
5オ）
叫
l
5ウ）
｀
耐Lーウ）
タ
行
記．ぷーオ）
そ恥～
4ウ
2
2オ）
そ胆
5
2
平
6
2
幻
6ウ）
叫…
ぷ字
も
出，
t
1
6ウ・
とーウ）
ナ
行
彰
l
Hウ
ロ珀，ウ）
ィ
磁t
l
oォ
）
イ
ツ
ナ
ッ
モ
ツ
9
9
ツ
9
シ
9
ノ
カ
ッ
十
卜
'
+
り
？
ツー
ア
、-
T・
宵(
lオ）
m
心(
5ゥ）
乞(
5ウ）
随
(
l
6オ｝
IUJ
T1
8
?}
笑(
1
9オ）
/
1
 
パ
行・＇
厨
t2ウ）
い
記
t3ウ
7ウ）
厨
t8オ〉
，
応
f
l
1オ）
，
杞l
3オ】
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．
nン，
喜
(
1
8ウ）
ノソン
9
ヤスン，
tツ七？ル
ナワカシー七
9
レ
ム
nノン，
マ
行・
ふ臨(3ウ•7ウ）
安(4オ）
疎
-sォ）
懐
(6*）
好(7ウ
i5ウ）
ぅ●
つトン
L'ャ
トソナ
？＇テ
ッツシ
9
9
子(
8オ）
疎
(
1
0ウ）
宮(
1
3
2
蹄i-
1
6ウ）
敬
(
1
6ゥ）
か
ヤンナ
9
9
9ノシン
9
,9
9,9ンズ
ャスンズル
終
(
2
0ウ）
楽一
1
3ウ）
親
(
1
0ウ）
怯
(
1
3オ）
ハカ
9
9
*
9ツ
9
ァッテ
ャイアッ
9
.
,ツ・ア
トキアッ
9
ラ
行：：
謀(
1オ）
謂(
6オ）
在(
6ウ）
敬
(
1
0ウ）
罪央ー
2オ）
時
(
1
3ウ）
ギアッ
9
7ヤ＞ツ
9
ァ
9ッ，＂
ァッナ
イアッ
9
義了
1
3ウ）
過
(
1
6オ）
樅
(
1
6ゥ・
2
1ウ）
有(
2
0オ）
威{
2
2オ）
ヵェッサウス
，ンナ"
復
(
1ウ）
足(
1
1オ）
(
2)
形
容
洞
ス
9-
9ィ・'
+カウ七ロ
マトシュ{,9
9)
＊ソウ
tノ
9
鮮
(
1オ）
近
(
1ウ）
岱
(
1ウ，
1
3ウ）
訥
(
5オ）
アカウ
C、ナ
9
9
2
9
9
9
9,＇ュで‘9
9)
ナヵ
9
9
辞
(
6オ）
難
(
6ウ
1
3ォ｝
正
(
8オ）
近(
8オ）
ァ
7
2
9ヤ
7・シ
9
9,9ウ
サ今ンシ
9
ゥャくシ
4
てヽ令｝
篤
(
8ウ）
役(
8
2)
正
(
9ゥ）
先
(
1ーオ）
恭
(
1
0ウ）
ャス
附L3オ｝
ハ
幻
召3オ）
，
厨ゃ
Jウ）
アブ
叩
ゃ
も
ウ入
9
9、シュウ
C.,テ]
ハ
ケシュ
C.7
9)
つスキ
蔑
1
5オ）
貞
(
1
6ウ）
紙
(
1
9ウ｝
湖(
8オ）
イヤ
シキ
9カ
フカ年
ワカや
栖
(
8ウ）
深一
1
4オ）
少(
1
7ウ）
動
詞・
形
容
祠
の
活
用
形
を
見
た
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る。
・
サ
行：·
原
形
・
カ
行
…
イ
音
便
・
タ
行：．
 促
音
便
形・
撥
音
便
・
ハ
行
…
促
裔
便・
ウ
音
便
・
バ
行：．
撥
音
使
…
促
音
便・
撥
音
使
・
ラ
行：．
促
音
便・
撥
音
便
・
形
容
詞：·
原
形・
ウ
音
便・
撥
音
便
カ
行
が
イ
音
便
化
し
て
い
る
の
に
対
し
て
サ
行
が
音
便
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る。
ハ
行
で
は
「
乞」
に
対
し
て
「
問」
の
よ
う
に
促
音
使
・
ナ
行
…
原
・
マ
行
と
ウ
音
便
の
両
方
が
現
れ
て
い
る。
マ
行
は
促
音
便
と
撥
音
便
が
現
れ
て
い
る。中
世
の
抄
物、
キ
リ
シ
タ
ン
物
に
お
け
る
バ
・
マ
行
の
音
便
は
大
塚
光
信
（一
九
五
五）
の
論
文
が
あ
り、「
語
幹
末
が
ウ
列
音
な
る
と
き
ー
撥
音
便」
と
な
る
が
「
抜
秒」
は
こ
れ
に
従
わ
な
い。
「
抜
杏」
の
音
便
に
現
れ
て
い
る
現
象
に
狙
な
る
例
と
し
て、
安
田
文
郎
旧
蔵
「
か
な
が
き
ろ
ん
ご」
の
訓
説
が
あ
る。
安
田
文
血
旧
蔵
『
か
な
が
き
ろ
ん
ご」
は
川
瀬一
馬
に
よ
り、
「
梢
音
眩
を
多
く
交
じ
へ
て
ゐ
る
頼
向
が
あ
る
点
か
ら
察
し
て、
五
lll
佃
か
若
し
く
は
其
の
関
係
者
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か」
と
推
測
し
て
い
る
夜
料
で
あ
る。
以
下、
坂
詰
力
治
（一
九
八
七）
が
「
か
な
が
き
ろ
ん
ご」
の
音
使
を
閲
査
し
て
い
る
も
の
を
私
に
ま
と
め
た。
・
カ
行：•
イ
音
便
「
き
い
て
（
間）」
・
サ
行
…
原
形
「
こ
ろ
し
て
（
殺）」
・
タ
行：
促
音
便
「
た
っ
て
（
立）」
・
ナ
行：
撥
音
使
「
し
ん
で
（
死）」
・
ハ
行：：
促
音
便・
撥
音
使
「
と
っ
て
（
問）」
・
バ
行：．
撥
音
便
「
ま
な
ん
で（
学）」
・
マ
行：．
促
音
便「
と
っ
て（
窟）
J．
撥
音
便「
ふ
ん
で（
踏）」
・
ラ
行：
促
音
便
「
し
っ
て
（
知）」．
撥
音
便
「
し
ん
ぬ
（
知）」
・
形
容
桐・・
原
型
「
と
ほ
き
（
返）」・
ウ
音
便
「
な
ほ
う
す
（
直）」・
イ
音
便
「
す
く
な
い
こ
と
（
鮮・
森）」
カ
行
が
イ
音
便
化
し
て
い
る
の
に
対
し、
サ
行
が
原
形
を
保
っ
て
い
る
と
こ
ろ、
マ
行
に
促
音
使、
撥
音
便
の
両
方
が
現
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
「
抜
苦」
と
煎
な
っ
て
い
る。
特
に
f
か
な
が
き
ろ
ん
ご
j
の
マ
行
の
促
音
便
は
「
と
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つ
て
（
宮）」
ー
語
で
あ
り、
「
抜
密」
の
連
用
形
の
用
例
も
「
宮」
一
例
で
あ
る。
坂
詰
力
治
（一
九
八
七）
で
は
「
と
つ
て
（
宮）」
に
つ
い
て、
「
マ
行
四
段
動
詞
が
促
音
便
化
す
る
こ
と
は一
般
に
は
考
え
ら
れ
ず、
積
極
的
な
例
と
は
言
い
難
い。
因
に、
室
町
期
の
補加
別
訓
を
戯
宮
に
有
し
て
い
る「
論
語
集
解
j
〈
建
武
四
年
点〉
で
同一
箇
所
の
訓
法
を
み
る
と、
「
宮
砂チ
（
室
町
期
補
棚
別
訊）
而」
と
あ
る」
と
し
て
い
る。
室
町
期
の
京
都
五
山
俯
で
（
化｛
＂―
あ
る
笑
雲
消
三
「
論
語
抄
j
で
も
該
当
箇
所
は
「
宿」
と
な
っ
て
い
る。
サ
行
に
つ
い
て、
笑
雲
消ー―-
「
論
語
抄」・
「
足
利
学
校
本
論
語
抄」
を
確
認
し
た
と
こ
ろ、
ど
ち
ら
も
原
形
を
保っ
て
い
る。
サ
行
非
音
便
化
は
「
諭
語』
訓
説
に
お
け
る
読
み
緑
か
と
思
わ
れ
る。
し
か
し
マ
行
促
音
便
は
「論
語
j
の
読
み
癖
と
は
言
え
な
い。
マ
行
に
な
ぜ
促
音
便
が
現
れ
る
の
か
に
つ
い
て、
迫
野
浚
徳(-
九
九
八）
に、
「
天
正
狂
酋
本」
で
は
撥
音
相
当
の
所
に
「
ツ」
が
使
わ
れ
る
例
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と、
「
天
正
狂
酋
本」
の
言
語
が
東
北
の
方
言
を
背
景
に
持
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る。
こ
の
指
摘
を
参
考
に
江
口
泰
生
(-
九
八
七）
は
「
天
正
狂
首
本」
の
音
便
が
例
え
ば
束
北
地
方
の
音
便
体
系
と
対
応
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
促
音
「
ツ」
と
撥
音
「
ン」
の
表
記
に
揺
れ
が
生
じ
る
現
象
が
「
抜
密
」
に
も
現
れ
て
い
る
と
す
れ
ば、
「
抜
杏」
の
成
立
が
西
日
本
で
は
な
く、
東
日
本
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
く
る。
ハ
行
の
音
便
に
関
し
て
も、
安
田
文
血
旧
蔵
「
か
な
が
き
ろ
ん
ご
j
の
撥
音
便
は．「
お
も
ん
ば
か
る」
の
例
の
み
で
あ
り、
動
詞
辿
用
形
は
全
て
促
音
便
化
し
て
い
る。
坂
詰
力
治
（一
九
八
七）
は
「
関
西
で
は
ウ
音
便、
関
東
で
は
促
音
便
に
な
る」
も
の
と
し
な
が
ら
も
「
地
域
の
差
を
示
す
も
の
と
は
思
わ
れ
ず、
漢
文
訓
読
と
い
う
口
調
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る」
と
し
て
い
る。
実
際、
松
井
利
彦
(-
九
七
八）
は
関
西
の
漢
文
訓
読
に
お
け
る
ハ
行
四
段
動
詞
を
清
原
家
の
世
写
し
た
「
論
語」
二
種・
桂
庵
の
訓
法
を
伝
え
た
文
之
点
を
岡
査
し、
訓
読
語
で
は
ハ
行
四
段
動
詞
は
促
音
便
が
使
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る。
こ
れ
に
対
し、
柳
田
征
司
（
二
0
l
 
0)
は、
縦
長
以
前
の
洞
門
抄
物
を
腑
査
し、
中
世
の
束
国
で
は
ハ
行
の
音
便
は
促
音
便
と
ウ
音
便
が
併
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
ぺ
て
お
り、
ま
た、
形
容
詞
に
つ
い
て
も
「
束
部
方
言
は
原
形
と
ウ
音
便
形
の
併
用、
西
部
方
言
は
ウ
音
便
専
用
と
い
う
述
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る」
と
し
て
い
る。
「
抜
魯」
が
束
部
の
音
便
現
象
を
訓
読
に
反
映
さ
せ
て
お
り、
そ
の
た
め
形
容
詞
の
表
記
に
原
形
と
共
に
ウ
音
便
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か。
（
イ）
四
つ
仮
名
に
つ
い
て
四
つ
仮
名
に
つ
い
て
岡
査
し
た。
[
ジ・
ズ
が
正
し
い
例]
記
~
4オ）
釦
如
t
4オ）
ア
糾、f8
3
知円8
2
耐
t
1
ャ
ス
ン
ズ
ル
ハ
リ
ッ
ン
0ウ）
懐
(13オ）
士(20ウ・21オ）
伐(21*）
不（全
9．ス）
写・
ヅ
が
正
し
い
例]
趾(Sウ・12
?13*）
肱(7ウ）
趾(8ゥ）
焉(9
ナ
ン
デ
ガ
イ
ツ
ナ
ン
+
ナ
ン
十
二
十
カ
ッ
ク
レ
ハ
ォ）
休〈16ウ）
出(17*）
汝～199)
汝(19ウ）
近
(20ウ）
t20ウ）
＋
ン子
[
ジ・
ズ
が
誤
っ
て
い
る
例
]
999
ハ
イ
ン
テ
ラ
ハ
テ
ウ9
事
(3ウ）
往{3つ）
詔(3ウ）
セ
チ不(8オ）
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叫
f9
ウ
ご
蛤
°
*）
形
。
＊）
祖
l
l
ウ）
面
tl
l
ウ）
加(
1
2
*）
和(1
2
ウ）
丑
ゃ
3
*)
口(1
5
*）
士(1
5
オ）
埒1
5
*〉
を
l
•
*)
釦(
1
6
2
射
l
7
オ）
愁
l
7
2
At-
l
8
オ）
旺
1
8ウ）
(
1
9
オ）
1
9
オ）
任(
l
9
オ）
人(
2
1
オ・
2
l
ウ）
（
2
1
オ）
+ャ
?-
t
…~
マ
＋ハ
リ9
城
休
交
ハ
ス”シ9
9ル
辱
(
5
オ）
趾(5
ゥ）
写
・
ヅ
が
誤
っ
て
い
る
例]
ィ
耐f3
?
1
6
ウ・
1
9
ォ）
•
如t4
*）
イ
ズ配
f4
*）
町ス9B
t1
0
オ）
ハズ
慰1
2
2
距ダ
ー
3)
粕
l
5
オ）
9
[土．
5
ォ）
出
(
1
6
ク）
，
釦
f1
9
オ）
ィ
配
i
ず
ウ）
尼
2
1
ウ）
ア
如t2
2
*）
結
果
と
し
て
正
し
い
表
記
よ
り
も
間
迩
っ
て
い
る
表
記
の
方
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た。
四
つ
仮
名
の
混
同
は
中
世
か
ら
起
こ
り、
近
世
初
期
か
ら
特
に
そ
れ
が
顕
箸
に
な
る。
「
抜
昏」
は
四
つ
仮
名
の
面
か
ら
み
て
表
記
の
混
同
が
激
し
く、
近
世
の
特
徴
を
強
く
見
せ
始
め
て
い
る
と
い
え
る。
（
ウ）
開
合
に
つ
い
て
オ
段
長
音
の
開
合
は
中
世
末
期
か
ら
混
乱
が
激
し
く
な
り、
近
世
初
期
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
区
別
が
失
わ
れ
る。
「
抜
密」
全
体
か
ら
オ
段
長
音
の
例
を
抜
き
出
し
た。
(
1)
正
し
い
例
屡]
•
吋1
ウ•
5
*）
酎
l
ウ）
バ
明2
2
墾
2
2
m
i
酎
4
オ｝
印3
早
＊
ー
2
ウ
1
4
*)
ツ
●叩f5
オ）
ッカ
叫i
g
耐
!
*）
町
，’
迄。
＊）
祖
6
ウ）
5i(
6
ゥ）
力，
配
｝。
ウ）
酎8
*）
射
8
ウ）
明～ー
0
オ）
1叫l
o
ゥ）
がi-
1
2*)
彬
I
2
オ）
祁宇
2
3
1字
g)
V
,＂'
V
9ス
9ウ
，．ウ疇
ツル
1_-
9ャウ9ル19
日(
1
3
ウ）
告(
1
3
ウ）
黛(1
5
ウ）
事
(1
6
ゥ）
相
(1
6
●9g
リ
リヤウ
カ
9
チ
ャウニ
チャ
ウ
クウナリ
ウ）
押(
1
7
オ）
諒(
1
7
*）
楽(
1
7
ウ）
城(
1
9
オ｝
張(
1
9
オ）
藩(
1
9
●9
嶋
力99
＊ヤク
今9
ハ
ウ
ウ）
絞(1
9
ゥ）
剛(
1
9
ウ）
狂(
1
9
ゥ）
掃(2
1
ウ）
方(2
2
*）
ホウ
ヤク9ハ
クウ
ヲウルI
.,
9
卜99
[
合
音
]
朋(
l
オ）
恭(
l
?）
恭一
ー
ウ）
終(
4
*）
多(
4
ウ）
遠[
4
ウ）
*99
C、テ
n
ウ●
ケウスル
寸ハ
ポウ
ヘ
9I
a
9
n
ウ
納
(5
オ）
貢(
5
オ）
恭
-
5
ウ｝
朋(
6
オ）
瓢-
6
ウ）
栖(
6
ウ）
功
*9
9ウ
ケウ
9ウ（シテ～
ョウハ
(
6
?
1
9
オ）
暴(7
オ，
8
＊
2
2
オ）
釣(7
ゥ）
競(
8
*)
動
8
オ）
容(8
n
ウ
9,‘9ト
コ
ウカ
テウ
J
卜9*
n
9
オ）
麦(
9
オ）
多
(
9
ウ）
貢-
l
o
ゥ）
朝(
1
1
ウ）
遠(
1
2
オ
i
5
オ）
公
‘、’
9?
Iゥ
＂
ウワ
n
＊ウ9
{
1
2
オ）
問(
l
3
オ・
l
3
ウ）
能(
1
4
オ・
1
5
?）
幼(1
4
ウ）
工(
1
5
ォ）
謀
？
ィ
＋ル
セウ饂
七ウ
コ
ワ
(
1
5
?)
大
(
1
6
オ）
小～
1
6
オ）
小(
1
6
*,
2
0
ウ・
2
1
ウ）
候(1
7
オ）
ケウ
9?
9つ9
七ウスル
1
ケウナル
寸ハ
七ウ
駿
1
7
ウ）
闘(
1
7
ウ）
聡(
1
8
オ）
称
(
1
8
オ｝
恭
(1
9
ォ）
郡(
l
七ウスル
9
ウ
n
ウ
レウ
9
ウ）
稽(
2
0
ウ）
應(
2
1
ウ）
貢(2
1
ウ）
陵(
2
1
2
(
2)
誤
っ
て
い
る
例
釦(
7
ウ）
が
l
8
ゥ）
酎2
0
オ）
表
記
を
料
査
し
た
と
こ
ろ、
「
絹」
「
公」
「
邦」
の
三
字
に
お
い
て、
混
乱
が
見
ら
れ
た。
た
だ
し
「
公」
「
邦」
に
つ
い
て
は
表
記
が
正
し
い
例
も
確
認
で
き
る。
全
体
と
し
て
は
誤
っ
た
例
は
少
な
く、
「
抜
沓」
で
は
い
ま
だ
開
合
の
別
は
概
ね
守
ら
れ
て
い
る。
開
合
の
混
乱
は
橋
本
進
吉
(
-
九
八
0)
が
束
国
か
ら
先
に
始
ま
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が、
東
日
本
で
も
地
方
に
よ
っ
て
は
開
合
の
別
が
保
た
れ
て
い
る。
迫
野
炭
徳
(
-
九
九
八）
は、
新
潟
で
は
い
ま
だ
開
合
の
別
が
残
っ
て
い
る
と
し
て
お
り、
「
天
正
狂
昔
本」
で
も
「
そ
の
お
び
た
だ
し
い
四
つ
仮
名
の
混
乱
に
比
ぺ
れ
ば、
意
外
な
ほ
ど
少
な
い
」
と
述
べ
て
い
る。
ま
た
迫
野
戌
徳
（
一
九
六
六）
は
「
天
正
狂
酋
- 35 -
本』
だ
け
で
な
く
室
町
時
代
末
期
の
越
後
地
方
の
武
士
が
密
い
た
世
状
に
現
れ
る
開
合
と
四
つ
仮
名
を
閥
査
し
「
四
つ
仮
名
の
弁
別
は
全
く
失
わ
れ
て
い
た
が、
開
合
音
の
区
別
は
比
較
的
よ
く
保
た
れ
て」
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た。
音
便
は
東
日
本
的
で
あ
る
が、
サ
行
が
原
型
を
保
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
『
論
語」
訓
読
に
お
け
る
読
み
癖
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る。
し
か
し
な
が
ら
四
つ
仮
名
は
全
く
混
乱
し
て
い
る
の
に
対
し
開
合
が
良
く
保
た
れ
て
い
る
点
か
ら
「
抜
書」
は
束
国
の
言
語
特
徴
と
一
致
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
と
恩
わ
れ
る。
6．
ま
と
め
以
上、
阪
本
随
門
文
庫
蔵
「
魯
論
抜
誓
j
に
つ
い
て
考
察
し
た。
字
の
異
同
か
ら
調
べ
た
結
果、
「
抜
粛」
の
依
拠
し
た
底
本
は
足
利
学
校
の
学
派
が
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
と
菰
な
る。
訓
読
の
面
か
ら
綱
査
し
た
と
こ
ろ、
悔
士
家
で
あ
る
消
原
家
の
他
に
禅
宗
の
訓
法
も
混
ざ
っ
て
い
る。
訓
読
を
施
し
た
人
物
は
博
士
家
や
禅
宗
の
正
統
な
訓
読
を
学
ぶ
立
場
に
は
な
く、
或
い
は
中
央
で
博
士
家
や
禅
俯
の
講
筵
に
連
な
っ
た
経
験
の
な
い
地
方
在
住
者
が
施
し
た
訓
読
と
も
考
え
ら
れ
る。
言
語
事
象
で
は、
音
便
は
『
論
語」
訓
読
の
読
み
癖
を
持
ち
つ
つ
四
つ
仮
名
が
混
乱
し
て
い
る
の
に
対
し、
開
合
の
別
は
保
た
れ
て
い
る
点
は
東
日
本
の
特
徴
と一
致
し
て
い
る。
「
抜
祖」
の
テ
キ
ス
ト
と
訓
読
の
特
徴
に
上
記
の
言
語
事
象
を
合
わ
せ
た
結
呆、
「
抜
書」
は
束
日
本
で
綱
纂
さ
れ
た
可
能
性
の
高
い
資
料
と
言
え
る。
川
瀬一
馬
(-
九
五
四）
は
「
金
句
狐
j
の
「
文
武」
「
父
子」
部
門
の
引
用
が
他
部
門
に
比
ぺ
極
端
に
少
な
い
こ
と、
絹
纂
者
の
姓
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
禅
僧
の
編
纂
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た。
し
か
し
阪
本
龍
門
文
郎
に
「
魯
玲
抜
書』
と
共
に
合
冊
さ
れ
て
い
る
「
金
句
集」
を
転
写
し
た
人
物
は、
「魯
論
抜
柑」
に
俗
緑・
俗
礼
に
関
す
る
金
言、
ま
た
「
子
日
君
子
無
所
争
必
也
射
乎」
「
子
曰
志
士
仁
人
無
求
生
以
害
仁
有
殺
身
以
成
仁」
等
の
軍
記
物
に
引
用
さ
れ
る
金
言
を
多
く
抜
き
出
し
て
い
る。
絹
者
に
と
っ
て
「
金
句
集」
だ
け
で
は
足
り
な
い
部
分
を
「
抜
書」
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か。
「
抜
掛」
は
僧
侶
で
は
な
く
俗
世
の
人
間
で
あ
り、
戦
に
関
わ
る
武
士
の
編
幕
と
み
る
べ
き
で
あ
る。
「
抜
舟」
は
「
論
語
j
全
体
を
金
言
集
と
し
て
さ
ら
に
整
理
し、
コ
ン
パ
ク
ト
に
纏
め
た
写
本
で
あ
り、
室
町
時
代
の
新
典
階
層
で
あ
る
武
士
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
金
言
集
の一
種
で
あ
る。
地
方
武
士
が
金
首
集
を
纏
め
よ
う
と
し
た
結
果、「
抜
世」
を
「
金
句
集」
の
体
裁
に
合
わ
せ
て
編
集
し
合
冊
し、
胴
読
の
言
語
に
方
哲
が
混
ざ
る
こ
と
と
な
っ
た。
「
魯
論
抜
也』
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り、
中
世
末
期
に
お
け
る
武
士
の
「
論
語j
受
容
と
言
語
事
象
の一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た。
（
注ー
）
テ
キ
ス
ト
は
原
本
を
肉
査
し、
確
認
し
た。
（
二
0
0
六
年
六
月
の
調
査
に
よ
る）
。
（
注
二）
「
抜
害」
の
側
に一
っ
「
之」
の
字
が
多
い
の
は、「
論
語
義
疏
j
に
「
之」
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字
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る。
（
注
三）
以
下、
「
論
詣
j
原
文
は
金
谷
治
（
二
0
0
二）
「
論
栢』
岩
波
杏
店
を
使
用
し
た。
（
注
四）
小
林
芳
規
(-
九
六
七）
は
建
武
本
に
良
兼
の
他、
別
節
の
困
入
れ
が
あ
る
が、
箪
跡
か
ら
区
別
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る。
（
注
五）
「
北
野
学
堂
本」
の
奥
由
に
委
ニ
オ
コ
ト
点
ア
ル
ヲ
恨
名
二
移
シ
テ
イ
サ
、
カ
モ
私
意
ヲ
容
レ
テ
改
メ
サ
ル
者
也
と
あ
る
の
に
拠
っ
て
「
之」
{+
の
読
不
統
を
確
認
し
た。
（
注
六）
笑
雲
清
三
「
論
語
抄j
に
つ
い
て
は、
江
口
泰
生
氏
が
宮
内
庁
杏
陵
部
か
ら
取
り
寄
せ
た
紙
焼
き
写
直
の
コ
ピ
ー
を
使
用
し
た
。
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司
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史
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西
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句
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句
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で
発
表
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た
内
容
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る。
多
く
の
方
に
ご
助
首、
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た。
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国
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